
別紙１

令和8年2月19日

協議会名：北海道胆振地域公共交通活性化協議会 北海道運輸局

評価対象事業名：地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地方運輸局等における
　　二次評価結果

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

A

インバウンド観光客の利用
が増加したものの通学生の
利用が減少したこともあり、
公共交通利用者数は目標
「1,885千人以上」に対し
「1,881千人」であった。

インバウンド観光客の利用
増加や運賃改定の影響か
ら、公的資金が投入されて
いる公共交通の収支率は
目標「54.1％以上」に対し
「71.4％」となった。

物価や人件費高騰等の影
響を受け経費単価は増加し
たものの、路線の再編及び
見直し等によりなどにより、
公的資金投入額は目標
「459,449千円以下」に対し
「274,810千円」であった。

Ｂ

・計画どおり事業は適切に実施されてい
る。
・引き続き、地域の関係者が連携して、
貨客混載・路線再編・観光需要の取込・
各種利用促進策などの地域間幹線系
統における乗合バス事業の生産性向上
に取り組むことを期待する。
・また、上記取組にあたっては、取組効
果を把握して、収支改善に資する取組と
なるように、適宜見直しを行うことを期待
する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

関係市町と連携して運転手確
保に取り組む。
また、バス運転手不足に伴い、
コミュニティバス等と重複する
路線については、より効率化を
図るため、関係市町と協議し対
応を検討していく。

Ａ

Ａ

沿線住民・利用者のニーズに
合せダイヤ改正・停留所の設
置を行うとともに、生活交通を
維持する為、運行の効率化を
図る。

道南バス株式会社 室蘭市内線②など全10系統 A

・運行情報の提供や啓発・周知
活動等を継続して実施。
・自治体と連携し自治体主催の
イベント会場においてバスの展
示・乗り方教室を実施。
・バス運行ダイヤの見直しや市
町補助のあり方について関係
市町と協議を実施。
・運転手不足を受け自治体と共
に、バスの運転手を確保する
ため、運転手体験等の活動を
実施。

関係自治体と協議を行い、ダイ
ヤ・停留所の見直しを実施。

あつまバス株式会社 千歳線など全４系統


